
主
っ
た
が
、
ヤ
タ
般
的
の
シ
ョ
ッ
ピ

{イ
タ
リ
ア
産
、

5
9主
で
2
53
、

ン
グ
セ
ン
タ
B
輩
警
ま
高
い
て
い
酢
、
客
、
ず
、
ま
に
「
寄
の
ス

え
さ
芋ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
食
管
怒
ら
タ
B
タ
ー
キ
ッ
ト
」ま
で
『自
ら
れ
て
い
る
。

屈
包
同
率
調
苦
闘
ま
ま
玄
っ
て
い
る
。
賓
待
き
は
定
か
す
苦
い
が
、
長
与

さ
っ
そ
く
内
レ
l
ラ
イ
ス
の
材
斜
和
賀

く
最
が
い
つ
で
も
賓
与
量
の
は
あ
り
が
た

ド
イ
ツ
に
奮
的
、
「
向
え
ほ
ソ
B

話
会
。

昼
間
は
諮
諸
に
な
っ
て
い
い
。
さ
て
委
の
官
イ
ツ
墜
事
、

セ
み
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ば
か
り
で
し
ょ
る
努
活
用
の
華
で
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
号
表
的
ゑ
ゑ
肉
の
ソ
テ
ー
、
ソ
B
セ

う
」
台
同
情
さ
れ
F、

ー

ジ

な

ど

の

メ

イ

ン

の

5
2
t
l
「
ド

イ

ツ

飯

」
に

未

来

は

あ

る

の

か

撃

に

、

宮

、三

ルl
#昼間っ
て

い

っ

た

ポ

ア

ト、
ザ
ウ
7
l
夕

方
が
い
い
芋
よ
」
と
い
手
会
で
い
た

o
g妄
べ

ず

彦

君

い

誌
、

調

書

ト
な
ど
の
宣
号
が
盃

品

よ
惨
蓄
が
墨
ず
い
最
長
て
い
る
余
と
夕
食
く
ら
い
盛
岡
本
に
い
安
き
と
れ
ん
宮
り
に
崎
吉
れ
て
い
る
。
ま
す

の
戸
文
吾
。
周
忌
ち
に
」
と
い
う
の
が
渡
独
切
の
希
く
は
な
い
が
、

賓
が
多
い
の
台
種
辛
い
の

壬
ほ
ド
イ
ツ
裁
器
の
プ

ZJY
警
っ
た
。
そ
の
重
時
、
李
ス
ー
パ
起
用
で
あ
る
J

室
主
ド
イ
ツ
飯
」

ユ
ヴ
ア
イ
ク
帯
、
人
口
径
刀
人
程
度
の
蔀

l
の
開
后
時
同
匝
袈
と
「
静
凱
ブ
ー
ム
」
に
栄
来
は
あ
る
の
戸
文
耳
必
。

市
で
あ
る
。
到
着
し
来
日
時
志
略
国
の
擦
の
お
た
貯
で
ほ
ぼ
事
務
で
き
て
い
る
。

品明
治
大
単
魚
掌
お
食
料
環
場
町
策
学

夜
、
書
簡
習
志
の
で
署
し
て
い

rゾ
ア
舎
盟
問円
母

語

寄

用

実

科

警

官
教掃
。


